HITACHI 



•この巧の悦巧書と別巧•■安をのため 
おずお巧〇<ださい.をぶくお読み 
にな 0. 正し<ご巧巧<ださい。 
•お巧みになったおとは巧閒 f 巧全の 
ためかずおず0<ださい,.巧巧書. 
f ご巧巧お CL ととちに大巧に巧巧し 
て < ださい。 


取扱説明書 



日立クッキングヒーター臣巨国召] 

HT -1270 MA お 


特長 

/-- 


切ウをれ的止«お 

ヒーターは适病1時巧で白の巧]!:します。(巧远は3時巧） 

やけどを應巧巧 

「巧 J キーを件してち，ヒーターヴ巧じ熱い田!は义力巧 示 ランブ 
(5 ヶ）ヴな巧しています0(己み!^上31•した場ち） 

保 盈 

カレーやシチューの巧巧じ適した义力じな0ます。 


仕樣 


r ， 巧 

ク流 10’〕V 1 


1 •功 0W (の2が W 〜1.200 W 己巧 おの®) 

巧賛■力 W 占巧 

朽 60W 

u - 卜、 

3 ム コー (リースは巧) 巧 さ1 m 

プ ラヴ 

孽巧 lOOV 南 

125V-15A (1 巧巧 巧巧） 

A * A 1 本 体 

m 32.2m 興行 32. 2 如 なさ 8.4cn 

ス S ミ 1 义力 MW 

m 12.001 巧 巧12.5 or 巧* 7.0 で 

■(■さ 1 

打 2.4kg J 



































各部のなまえと使いガた 




たータ ー j 

ヒーターの上 やお 底 じこげ 
つさや異物ヴついていると 
如峯(义力)ヴ悪 < なります。 
煮汁や水，'莊をこぼしたら 
すぐ/ふいて < ださい。 



乂力 

义力の g 巧 

料理側 

保 温 

とろ义 

湯せん，保温 

1 

弱乂 

煮をの 

2.3.4 

中义 

卵焼き,系わん巧し 

5 

強义 

天ぷら，みそ汁 


> が理例はなおの種類や星などじよ0, 
でき異合ヴ巧む0ますので一祗の吕巧 
として < ださい。 


Wrii •漸 K;：i 


保温ランブ- 
保温キ—— 


風 HITACHI 
HT-1270MA 


空源 


•巧源スイッチ(ラシプ兼用） 


网1□亞五の 


入•切キ- 


广 庭新-ム II u j 



弱 

^巧 


-义力表示ランフ 
(义力の強さを表むします。） 

-义力調節丰一 

巧づ:义力を弱< するとさ巧します。 
〇強:义力を強 < するときがします。 


①笔源スイ、ソチを入れます。 

ランプヴ病巧します。 

©「入-切丰一 J を約1機間得すとスイッチヴ 
入ります。 

乂力表示ランブヴ全て爲 x ] しますので「乂 
力調節キー」で乂力を調節して < ださし、。 
♦保温年一をが)1妙間巧すとスイッチヴ入り 
保温じ適した义力じなります。 

保温ランフヴ点のし，乂力表示ランフは消 
えます。 

感通電をやめるときは「入-切キー」を再び 
押します。 


切りおれ巧比機能 


ヒーターは翊〇をのを巧化するため，運続して 
1時間倭用すると自動のに通電を停化します。 
保温キーを辨した場含は連続して 3 時間使用す 
ると自動のに通委を停化します。 

継続して使用する場含は巧び「入•切キームま 
たは「保温キー」をがして<ださし、。 


やけどま意表示 


「巧 J 年一を揮してち，ヒーターヴ巧に熱い間は 
义力表示ランフヴ点巧しています。 （5 ろ!^上通 
電した場含）電源スイッチを®ると消えます。 


V 


> 初めてヒーターをご使用じなりますと，煙ヴ 
化る巧合ヴありますが巧摩ではありません。 
使用しているうちじ煙は出な<なります。 


• ヒーターや銷底に水ヴついたまま使用すると 
音ヴ出ることヴあります。水をよ<感きとつ 
て巧らお使い < ださい。 


























































































じよラずな使い巧た 


底の平らななべを 

なぺの乂ぎさはヒータ 
一の直径と同じ巧少し 
乂ぎめのちので属ヴ军 
らなちのヴ熱巧)をヴ良 
<使えます。怠ヴりん 
ffl しているなべは熱効 
率ヴ悪 < なります。 


ゆでをのはうす手， 

を逆みは厚手の每ぺを 

青菜などを短時間でゆ 
でるときはスル5なぺ 
などうす手のちのを， 
シチューやなぺ物など 
長時間な巧る料理には 
摩手のなぺヴ適してい 


でさるだけ 
を弓をなべを 

煮こぼれやふきこぼむ 
を少な<するためじで 
きるだけ深吕のなぺぞ 
お使い < ださし、。 


余熱を利用 
しましぶつ 

スイ、ソチを「切」じして 
わ巧当の余熱ヴ残りま 
すので，焦げつぎなど 
を防ぐためじ少し早め 
じ切る感覚でお使い< 
ださい。 



必ずお守りください 


感電•义災 ，やけど， 
が障を巧ぐためじ 


«源は正し< 

至気工事店または施工主じ工事 
ヴ確実に行わむているかご確認 
<ださい。 



巧が软 I を置巧ないで 

製品の上やまむりじは可燃物 
(紙，木，プラスチ、ソクなど)を 
お巧に置巧ないで < ださし、。 

(装!品のまわりは 15 an が上，上方 
は1 m じ(上がして <ださし、。） 

戴誤操作巧止のため义力讚節器 
の前面じは，澡作または通行 
じミ廣となるぶうな物を置巧 
ないで < ださし、。 


直接 ヒーターで 巧巧ないで 

巧凍食品，汁ゃ巧ヴでるちのな 
ど直接ヒーターで焼巧ないで< 
ださい。巧ヴおびがるば巧りで 
な<，ヒーターを傷める原因に 
なります。 



遇觀にま恵 

特に天ぷらなど油讚理は過熱し 
たり，ヒーターじ巧ヴこぼれる 
と発义することヴありますので 
まちして < ださい。 

またを中でその場をはなのると 
きは通電ぞ停±し，なべをヒー 
タークらおろして < ださし、。 


ヒーターの 

をがさをしないで 

巧障の原因じなります。 


やけどにま意 

使用中，使用後は天板やヒータ 
一は熱<なつていますのでさむ 
らないで < ださい。 


使用をやお出巧けのとさは 

「入-切冬一 J で通電を停止し， 
電源スイ、ソチを「切」じして < だ 
さし、。 

長期不巧のとさは差込フラブを 
巧<な，専用回路のフレーカー 
を切つて < ださい。 





















































I A ; ま g I お手入れするとをは、が拂 Hiu 巧は ft 巧しない 
ゾ\ 4 t 注《 j でくだれ、.路 ©» れび机が. — 



アフターサービスと保班 


宙巧中 C ** ヴ生じだと*は 

ft ちじろ込ブつブを&いて法巧を巧じし.お H い上 
けの R 胞じご巧度 < どれ、 

•サーピス$巧 m ずるとちは 

こをお巧らだ < だちし、 

•曰なクッキングヒーター 

.HT-1270MA あ 

•で«るだけ <むし< 

■巧を①目宙ち 

eg される機ろは 

ご《8じより。•い巧めの) RftB のタフターサービ 
スモ巧けらのな<なる•合は. M ちつて販巧8じご 
巧度<ださ L、 ご I6B 巧での曰な家18の巧»巧を 
«かちせていだどち《す C 
アフターサーピスについて 
ご不巧の看を，その化み田0の«るは 
お•し让げの16巧巧か脚 tt ■ご巧枚巧 CL にお口いを 
。せくだミい。 _ 


保 BC ついて 

•この 商8は保な•巧です • 

•財 i ■は16破で所巧 >91を EA して巧 g しいだ 
し»す巧ら. E ■(巧含を fltR のクえ大巧じ g 巧し 
て < どちし、。 

♦SBW 商は巧■い上けの曰巧 e>1 年!■です。 
SHWH 中でを有巧となることザ友すので反 
扭■をぶ < お読み <どちい。 

♦Sfi 期 IKSft の gSC ついてはじご巧み 
レ»«じよつて iwe ヴ HEW で c&«d は 
お StR のご sa じよ0百巧 >9いたし g す《 

♦当 巧は贩巧巧々ろのま文じぶ0, m 巧巧能出足 
を16巧6じな g し S す0 

補»巧を能 sa のが!期闺について 

• フツキシブヒーターの補®巧な能巧8の R ち »■ 
は巧巧後5巧です。 

•補 靡巧な能亞品とは.そのな苗の me 巧«巧する 
ためじか要な巧苗です。 



■■(03»3502-2… 


























